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明

星

大

学
研
究
紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第

卜

六

号

　
二

〇

〇

八

年

正

慶
孝
教
授
の

遺
業

哀
惜
の

念
を

籠
め

て

　
去
る
二

月
冖

日
、

正

慶
孝
教
授
は

街
頭
で

昏
倒
さ

れ、

数
刻
も

経
ず

し

て、

そ

の

夜
半、

不
帰
の

客
と

な

ら

れ

ま

し

た。

同
日

も

昼

過

ぎ

頃
ま

で

出
校
な

さ

れ

て

お

り、

余

り

に

も

急
な

逝
去

で

あ

り

ま

し

た。

こ

こ

に
、

改
め

て

哀
悼
の

意
を

表
し

ま

す

と

と

も

に、

本
号
掲
載
の

御
論
考
『

ド

ラ

ッ

カ

ー

対

ド

ラ

ッ

カ

ー
』

は、

著
者

自
身
に

よ

る

綿
密
な

校
正

加

筆
を

経
た

正

慶
教
授
最

後
の

労
作
と

な

り

ま

し

た

こ

と

を

御
報

告
致
し
ま

す
。

　
正

慶
教
授
は、

昭

和
四

十
一

年
早
稲
田

大

学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
を

修
了
さ

れ

た

後
、

『

中
央
公

論
』

編
集
部
次
長
を

務
め

る

な

ど、

長

ら

く

出
版
界

で

活
躍
さ

れ

て

い

た

が、

同
六

十
三

年、

産
業
能
率
大
学
に

助

教
授
と

し

て

赴
任
す
る

を

も
っ

て

学
問
・

教
育
界
に

転
ぜ

ら

れ、

平
成
四

年
よ

り

は、

明

星

大
学
青
梅
キ

ャ

ン

パ

ス

の

経
済
学
教
授
と

し

て、

本
年
度
ま

で

⊥
五

年
間、

そ

の

巨
人
的
な

豊
富
の

知

識
を

も

ッ

て、

学
生

た

ち
に

は
⊃

雨

う
に

及

ぼ

ず、

私
共、

様
々

な

専
門
分
野
の

同

僚
教
員
に

も

普
く

裨
益

す
る

と

こ

ろ、

誠
に

多
大

で

あ

り

ま

し

た。

　
し

が

し

な

が

ら

正

慶
教
授
に

お

い

て、

雑
誌
編
集
者
時
代
と

大
学
教
員
あ

る

い

は

学
者
の

時
代
と

を

画

然
と

分
か

つ

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん
。

既
に

編
集
者
時
代
に

『

近

代

社
会
批
判
序
説
』

な

ど

三

冊

の

著
作
が

あ

り、

そ

し

て

ア

カ

デ

ミ

シ

ャ

ン

と

な
っ

て

か

ら

は

『

「

楽
園
回

復
…

の

社
会
経
済
学
』

な

ど

九

著
を

世
に

問
う

て

お

ら

れ

る
。

そ

の

一

方、

時
局
講
演

、

誌

上

に

お

け

る

時
評
な

ど

の

警
世
の

発
言
は、

言

論
界
時

代

は

も

と

よ

り、

そ

の

後、

終
生、

活
撥
に

し

て

途
絶
え

る

こ

と

な

く、

そ
の

数
は

算
え

切
れ

な

い

の

で

あ

り

ま

す
。

　
し

か

し

驚
く
べ

き

は
、

そ

の

数
量
ば

か

り

で

は

な

く、

左

に

掲
げ

ま

し

た
、

本
紀

28

要
へ

の

こ

れ

ま

で

の

寄
稿
論
文

題
名
一

覧
に

も

見
ら

れ

る

如
く、

全

世
界
史
を

背
景

と

す

る

と

言
っ

て

よ

い

時
代
と

社
会
へ

の

多
方
面
な

る

関
心

の

広
さ

で

あ

り、

そ

し

て

そ

の

一

篇
で

も

通
読
す
れ

ば

そ

の

洞
察
の

深
さ

に

何
人
も

心

を

穿
た

れ

ず
に

お

ら

れ

な
い

こ

と

で

す
。

正

慶
教
授
は

自
ら

を、

余
り

耳

慣
れ

ぬ

「

政
治

経
済
学
者
」

の

名
を

も
っ

て

任
じ

て

お

ら

れ

た

が、
「

政
治
的
生

き

も

の

・

人
間
」

の

学
と

し

て

の

経
済
学
と

い

う、

エ

コ

ノ

ミ

ッ

ク

ス

即
ち

経
世

済
民
の

本
統
の

道
を

歩
ま

れ

た
。

　

論
究
『

ド

ラ

ッ

カ

i
対

ド

ラ

ッ

カ

ー
』

を

も
っ

て
、

自
ら

歩
ま

れ

た

そ

の

道

の

最

後
の

確
証
と

せ

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

を
、

私
共
は

深
く

悲
し

む

他
あ

り

ま

せ

ん
。

し

か

し

ま

た
、

正

慶
教
授
の

偉
い

な

る

遺
業
が

私
た

ち
の

手
許
に

あ

る
。

原
著
者
既
に

在
さ

ぬ

の

寂
し

さ

は

拭
え

ぬ

も、

教
授
の

著
作
に

そ

の

思

索
の

跡
を

辿
っ

て
、

歴

史

と

文
化
へ

の

広
き

眺
望
が

与

え

ら

れ

続
け

る

こ

と

を
、

喜
び

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

合
掌

　

　
　
平
成
二

十
年
二

月
二

十
五

日

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

青
梅
校
一

般
教
育
委
員
長
・

山
下

善
明

記
）

本
紀
要
掲
載
・

正

慶
孝
教
授
論
文
一

覧

OOOO0OOO0

「

エ

コ

ノ

ミ

！
、

エ

コ

ロ

ジ

ー
、

そ

し

て

エ

シ

ッ

ク

ス

」

（
第
七

号
）

「

ポ
ス

ト

資
本
主

義
社
会

の

文
化
的
矛
盾
一
（
第
九
号
）

「

“

企

業
家
精
神”

の

時
代．

ス
第
十
号
）

「

現
代
的
教
養
と

は

何
か
」

（

第
⊥
一

号
）

「

情
報
社
会
の

論
理

と

心

理
」

（

第
十
二

号
）

「

第
一

人

称
単
数
の

社
会
へ

向
け

て
」

（
第
十

三

号
）

「

近

代
市
民
社
会
の

奴
隷
的
性
格
に

つ

い

て
」

（
第
十

四

号
）

「

“

偽
り
の

力
”

を

与
え

て

し

ま
っ

た

現

代
技
術
」

（

第
十
五

号）

「

ド

ラ

ッ

カ

ー

対

ド

ラ

ッ

カ

ー
」

（

第
十
六

号
）
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